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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,490人（　△5） 

　男　　24,510人（　△3） 

　女　　27,980人（　△2） 

世帯数　22,388　（　14） 
1月1日現在 （　）は前月比 

無病息災祈願 !! 
　1月5日朝行われた、東市来地域平

迫比良自治会の鬼火たきの準備風景。

毎年、自治会行事として、子どもから

お年寄りまで参加しています。火付け

は午後6時から行いました。 

（記事については次号で掲載） 
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吉
地
域
の
中
で
も
若
者
に
恵
ま

れ
た
自
治
会
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
現
代
、
新
興
住
宅
を

除
く
自
治
会
内
の
集
落
で
も
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
の
が
現
状
。

そ
ん
な
中
、
自
治
会
で
は
「
安
心
・

安
全
の
故
郷
づ
く
り
」
を
基
盤
に
、

地
域
に
住
む
高
齢
者
や
障
害
者
を
支

援
す
る
た
め
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
自
治
会
が
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
住
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
、
自

治
会
で
は
〝
熊
野
自
治
会
だ
よ
り
〞

を
月
二
回
発
行
。
Ａ
４
カ
ラ
ー
印
刷

の
自
治
会
だ
よ
り
は
住
民
の
目
に
と

ま
る
よ
う
配
慮
し
、
住
民
に
自
治
会

の
活
動
や
取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。 

た
、
自
治
会
で
は
近
隣
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
を
開
催
。

自
治
会
役
員
や
各
集
落
長
、
民
生
委

員
や
保
健
推
進
員
な
ど
が
参
加
し
て

行
わ
れ
る
会
議
で
は
、
地
域
福
祉
活

動
の
確
認
や
自
主
防
災
組
織
の
中
の

独
居
者
や
高
齢
者
の
避
難
対
策
等
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。 

域
福
祉
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

今
年
度
の
推
進
会
議
で
は
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
設
立
に
つ
い
て

も
協
議
。
昨
年
七
月
、「
え
の
き
ぞ

の
元
気
サ
ロ
ン
」（
榎
園
）「
や
す
ら

ぎ
の
会
」（
城
の
下
）
も
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

六
回
高
齢
者
が
集
い
、
調
理
か

ら
会
食
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」。
八

月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
給
食
会
に

は
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
。

食
生
活
改
善
推
進
員
や
婦
人
会
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
「
オ
ム
レ
ツ
」
や
「
茶
巾
し
ぼ

り
」（
デ
ザ
ー
ト
）
な
ど
を
調
理
。

最
後
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
に
ぎ
や
か
に
会
食
し
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 後

は
、
現
行
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
や
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」

の
推
進
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
」

を
ど
の
よ
う
に
補
完
さ
せ
て
い
け
ば

よ
い
か
が
大
き
な
課
題
。
ま
た
、
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
対
す
る
取
り
組

み
や
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
維
持
に

つ
い
て
も
、
自
治
会
の
機
能
を
生
か

し
て
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
共
生
・
協
働
」
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
も
、
ま
ず

は
自
治
会
活
動
を
住
民
に
し
っ
か
り

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 日 

地 年 

今 

ネ ま 

　
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
し
、

城
の
下
、
中
原
、
寺
下
、
榎
園
、

榎
園
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

の
六
集
落
で
構
成
さ
れ
る
熊
野
自

治
会
。
一
月
一
日
現
在
で
二
百
三

十
六
世
帯
、
五
百
九
十
九
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
は
約
二
三
％
。

日
吉
全
体
と
比
べ
て
も
、
子
ど
も

や
働
き
盛
り
世
代
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
が
、
新
興
住
宅
ウ
ッ
ド
タ

ウ
ン
日
吉
に
若
者
が
集
中
し
、
そ

の
他
の
集
落
は
依
然
高
齢
化
率
が

高
い
な
ど
、
集
落
間
で
も
大
き
な

格
差
が
あ
り
ま
す
。 

近
隣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
地
域
の
和 

熊
野
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

く
ま

の 

熊野自治会 
（日吉地域） 

▲子どもたちとの「ふれあい給食会」 

▲「えのきぞの元気サロン」立ち上げ 

▲第１回近隣福祉ネットワーク推進会議 ▲谷山宏明会長 



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
各
般
に

わ
た
り
、
温
か
い
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
着
実
な
進

行
や
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、
本
市

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の

見
直
し
な
ど
、
全
国
的
に
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し

さ
を
ま
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
例
外
で
は
な
く
、
財

政
の
健
全
化
が
目
下
最
大
の
行
政
課

題
に
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
行

財
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
さ
に
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
て

お
り
、
こ
の
潮
流
に
乗
り
遅
れ
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
、
市
長
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
日

置
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
将
来

に
わ
た
っ
て
弾
力
的
で
足
腰
の
強
い

健
全
な
財
政
構
造
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
構
造
改

革
と
意
識
改
革
の
方
向
性
を
明
確
に

し
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
福
祉
、
保
健
医
療
、
産
業
、
教
育

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

も
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
、
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
解
決

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、「
市
民
と
共
生
・
協
働
」

を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、

ひ
か
り
輝
く
日
置
市
を
目
指
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
旧
年
中
は
市
議
会
に
対
し
多
大
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
市
議
会
は
、
昨
年
六
月
に
議
会
構

成
替
え
を
行
い
新
た
な
体
制
で
後
半

の
二
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
議

員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
日
置

市
二
代
目
の
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
が
、
市
勢
の
伸
展
と
市
民
の
福

祉
の
向
上
の
た
め
全
力
を
傾
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

国
内
で
は
相
変
わ
ら
ず
い
じ
め
や
虐

待
、
子
供
を
巻
き
込
ん
だ
殺
人
・
自

殺
、
銃
に
よ
る
殺
人
、
食
の
偽
装
な

ど
安
全
・
安
心
が
お
び
や
か
さ
れ
る

事
件
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
政
治
も
、

夏
の
参
議
院
選
挙
の
与
党
惨
敗
を
受

け
て
安
倍
政
権
か
ら
福
田
政
権
へ
交

代
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
政
局
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

　
日
置
市
に
お
い
て
は
、
台
風
に
よ

る
大
き
な
災
害
等
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
梅
雨
時
期
の
集
中
豪
雨
に
よ
り

吹
上
・
日
吉
地
域
に
お
い
て
道
路
や

河
川
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
早

期
水
稲
に
お
い
て
は
長
雨
と
日
照
不

足
に
よ
り
収
量
が
落
ち
込
み
価
格
も

暴
落
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

後
半
か
ら
の
原
油
高
騰
に
よ
り
市
民

生
活
に
も
影
響
が
出
て
お
り
対
策
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
二
〇
〇
八
年
は
希
望
の
持
て
る
明

る
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
幸
い
市
内

二
十
六
の
地
区
公
民
館
で
は
二
十
一

年
度
か
ら
の
地
区
の
振
興
計
画
作
り

が
始
ま
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
に
あ
っ
て
、
み
ん
な
の
知
恵
で

魅
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
あ
り
、
是
非
と
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
計
画
作
り

に
参
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
実

り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
１
月 

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う（
１
日
）▼
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
０
０
７（
１
日
）

▼
吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち（
１
日
）

▼
市
成
人
式（
３
日
）▼
市
消
防
出
初

式（
７
日
）▼
ゆ
の
も
と
保
育
所
落
成

式（
24
日
）▼
第
54
回
南
九
州
美
術
展 

（
26
日
）▼
市
ミ
ニ
科
学
の
祭
典（
28
日
） 

 

　
２
月 

み
ん
な
で
登
り
窯
を
焚
こ
う（
11
日
）▼

第
54
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
日
置
市
通
過 

（
22
日
） 

 

　
３
月 

市
生
涯
学
習
大
会（
３
日
）▼
稲
荷
神

社
お
田
植
え
祭（
３
日
）▼
上
市
来
水

源
地
通
水
式（
６
日
）▼
吹
上
温
泉
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会（
14
日
）▼
チ
ェ
ス
ト
小

鶴
ド
ー
ム
杯
テ
ニ
ス
大
会（
18
日
）▼
た

じ
ま
ど
ん
（
18
日
）▼
船
こ
ぎ
祭
り 

（
20
日
）▼
も
ち
ひ
っ
ぱ
り（
21
日
）▼
皆

田
小
閉
校
式（
25
日
）▼
飯
牟
礼
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
落
成
式（
27
日
） 

 

　
４
月 

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り（
15
日
）▼

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
15
日
）▼

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
協

定
調
印
式（
16
日
）▼
第
35
回
彼
岸
相

撲
大
会（
21
日
）▼
東
市
来
総
合
運
動

公
園
内
弓
道
場
落
成
式（
22
日
） 

 

　
５
月 

第
15
回
ふ
る
さ
と
港
祭
り（
３
日
）▼
荻
・

伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り（
３
日
）▼
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式（
19
日
）

▼
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
村
田
兆
治（
元

ロ
ッ
テ
投
手
）野
球
教
室（
20
日
）▼
市

荒
茶
品
評
会（
23
日
）▼
第
２
回
き
ら

め
く
農
村
・
漁
村
祭（
27
日
） 

          

　
６
月 

市
内
３
郵
便
局
住
民
票
等
取
扱
開
始

式（
１
日
）▼
せ
っ
ぺ
と
べ（
３
日
）▼
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ヒ
ロ
、エ
ー
ビ
ー
フ
ー
ズ
立
地

協
定
調
印
式（
15
日
） 

 

　
７
月 

江
口
浜
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
０

０
７（
１
日
）▼
第
20
回
市
屋
内
消
火

栓
競
技
大
会（
10
日
）▼
第
22
回
Ｂ
＆

Ｇ
会
長
杯
校
区
対
抗
水
泳
大
会（
16
日
）

▼
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦（
21
・
22
日
）

▼
市
小
学
校
水
泳
記
録
会（
27
日
）▼

第
19
回
永
吉
筏
下
り（
28
日
）▼
湯
之

元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り（
28
日
）▼
吹

上
か
め
の
子
サ
ッ
カ
ー
県
大
会（
28
・
29

日
） 

 

　
８
月 

国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
７（
12
日
）▼
北
山
の
火
振
り（
15

日
）▼
鹿
児
島
ケ
ー
ス
㈱
立
地
協
定
調

印
式（
17
日
）▼
市
秋
季
畜
産
共
進
会（

24
日
）▼
伊
作
太
鼓
踊
奉
納（
28
日
） 

          

　
９
月 

市
総
合
防
災
訓
練（
２
日
）▼
チ
ェ
ス
ト

小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
８
日
）

▼
敬
老
訪
問（
14
日
）▼
吹
上
青
松
弓

道
大
会（
23
日
） 

  
日
吉
秋
祭
り
花
火
大
会（
６
日
）▼
第

５
回
山
神
の
響
炎（
７
日
）▼
妙
円
寺

詣
り
大
行
進（
10
日
）▼
妙
音
十
二
楽

演
奏
会（
12
日
）▼
日
吉
豊
年
相
撲
大

会
（
14
日
）▼
吹
上
秋
祭
り
２
０
０
７ 

（
21
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ（
27
・

28
日
）▼
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会（
28

日
）▼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会（
27
・
28
日
） 

            

第
22
回
美
山
窯
元
祭
り（
２
〜
４
日
）

▼
第
30
回
吹
上
地
域
合
同
金
婚
式 

（
16
日
）▼
第
15
回
深
固
院
祭
り（
18
日
）

▼
伊
作
流
鏑
馬
奉
納（
23
日
）▼
高
山

ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り（
25
日
） 

  

第
13
回
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル（
８
・
９
日
）▼
第
25
回
い
じ
ゅ
う
い

ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会（
９
日
） 

　
１０
月 

 
　
１１
月 

 

　
１２
月 

 

日置市長　宮路　高光 日置市議会議長　畠中　實弘 

▲皆田小閉校式 

▲伊作太鼓踊奉納 

▲チェスト小鶴ドーム杯 
　村田兆治（元ロッテ投手）野球教室 

▲ねんりんピック2008交流リハーサル大会 
　（ウォークリー） 



　
一
月
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で

日
置
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭

和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六

十
三
年
四
月
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
成
人
で
、
五
百
二
十
二
人
と
な
り

ま
し
た
。 

　
当
日
、
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興

会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
た

式
典
。
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
は
、
少
し
緊
張
し
た
面
持

ち
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
皆
さ
ん

は
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
貴
重
な

権
利
と
義
務
を
得
る
成
人
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま
さ
に
大
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
一
方
、
厳
し
い

社
会
の
荒
波
を
自
ら
の
力
で
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、

時
に
流
さ
れ
ず
、
人
に
流
さ
れ
ず
、

自
分
の
将
来
像
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意

で
、
人
生
を
切
り
開
き
、
力
強
く
歩

ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
を
慈
し
み
、

育
て
ら
れ
た
ご
両
親
と
同
様
に
日
置

市
を
未
来
に
ひ
か
り
輝
く
故
郷
と
す

る
た
め
、
若
き
情
熱
と
行
動
力
を
発

揮
し
、
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
、
市
議
会
や
各
種

団
体
の
代
表
者
、
恩
師
、
保
護
者
ら

も
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
応
え
て
四
地
域
か
ら
選
出

さ
れ
た
実
行
委
員
の
松
山
佳
世
さ
ん
、

東
は
る
か
さ
ん
、
馬
場
恵
里
さ
ん
、

春
成
友
貴
さ
ん
が
抱
負
を
述
べ
（
要

旨
別
掲
）、
正
留
茉
依
さ
ん
が
「
私

た
ち
新
成
人
一
同
が
、
決
意
新
た
に

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
私
た
ち
を
支
え
、
愛
情
深
く
育

て
て
く
れ
た
両
親
と
家
族
、
そ
し
て
、

い
つ
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ま
だ
ま

だ
成
長
の
段
階
で
あ
り
、
未
熟
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
お
ご
る

こ
と
な
く
一
歩
一
歩
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
人
生
の
節
目
と
も
い
え
る
成
人
式

は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
福
さ
れ

る
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
す
る
機
会
。
二
十
歳
と
い

う
節
目
を
迎
え
た
新
成
人
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
恩
師
、
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

平成20年新成人 

地　域 男　性 女　性 合　計 

東市来 

伊集院 

日　吉 

吹　上 

日置市 

42人 

113人 

26人 

50人 

231人 

65人 

147人 

33人 

46人 

291人 

107人 

260人 

59人 

96人 

522人 

（住民基本台帳登録者数） 

　
四
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
新
成
人

の
代
表
者
二
十
六
人
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
　
笠
野
和

樹
さ
ん
）。 

　
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
個
々

の
役
割
分
担
や
記
念
品
選
定
な
ど
の

打
ち
合
わ
せ
か
ら
式
典
の
リ
ハ
ー
サ

ル
や
資
料
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
華

や
か
な
成
人
式
を
影
で
支
え
ま
し
た
。 

　私は人と会話する事が苦手でしたが、学校生
活やアルバイトを通して人との会話の大切さや
楽しさを学ぶことができました。現在、私は大
学で言語について学んでいます。卒業後は多く
の人と出会い、交流を持てる仕事に就きたいと
考えています。このような目標を持てたのは、
今まで出会ったすべての人と、大学進学を許し、
今も支えてくれている両親のおかげだと感じて
います。 

東市来地域実行委員 

　私は、高校を卒業して就職の道を選びました。
夢を持って入社したわけではないけど、就職し
てから「夢」を見つけることができ、自分の目
標に向けて努力する意欲が湧いてきました。 
　今後は、物事を冷静に判断し、自分の行動に
責任が持てる成人として、輝かしい未来を担う
社会人として、「夢」に挑戦し続けながら、進
むべき道を切り開いていきたいと思います。 

伊集院地域実行委員 

　現在私は養護教諭を目指しています。いじめ
や登校拒否などが問題となっている今、私は子
どもの立場や目線で物事を考えることのできる
養護教諭になりたいと思っています。昨年は介
護実習や養護実習を通して、専門的なことや働
くことの大変さを学び、今年４月からは社会人
となります。仕事をする中で困難にぶつかるこ
とがあると思いますが、その困難をばねに一歩
ずつ成長していきたいと思います。 

日吉地域実行委員 

　私は家族や地域の支え、恩師の温かいご指導
のもと何不自由なく生活できました。中学・高
校では、友人とともに勉学や部活動に励み、大
学ではボランティア活動で奉仕の精神を学びま
した。これまでの経験は決して明るいものばか
りではありませんでしたが、一つ一つが私の成
長の糧となっています。家族や周りの方々への
感謝を忘れず、限られた時間を有効に一生懸命
生きる決意を誓いたいと思います。 

吹上地域実行委員 

▲式辞を述べる宮路市長 

▲謝辞を述べる正留茉依さん 

新
成
人
の 

抱
　負 



 

◇
申
告
が
必
要
な
方 

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
等
の
給
与
、

公
的
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
方
。 

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
や
年
末
調
整
を
さ
れ
て

い
な
い
方
。 

・
所
得
の
な
い
方
で
、
ど
な
た
の
扶

養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
。 

・
他
に
住
所
が
あ
る
方
の
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
方
。 

・
遺
族
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。 

 

◇
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方 

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を
し

た
方
。 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
。 

・
年
金
収
入
の
み
の
方
で
収
入
が
、

百
四
十
八
万
円
以
下
の
方
（
た
だ

し
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
）。 

 

◇
申
告
に
持
参
す
る
も
の 

・
印
鑑
。 

・
所
得
額
算
出
に
必
要
な
資
料
。 

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
）、

営
業
、
農
業
、
不
動
産
等
の
収
入

額
や
販
売
額
お
よ
び
必
要
経
費
な

ど
収
支
が
わ
か
る
帳
簿
や
領
収
書

等
（
農
業
所
得
に
つ
い
て
も
収
支

計
算
が
原
則
で
す
）。 

・
控
除
額
算
出
に
必
要
な
資
料 

　
生
命
保
険
料
、
共
済
掛
金
等
の
支

払
証
明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
額
が
わ
か
る
書
類
、

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

税務課から 
税の申告について 

　
市
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
平
成
二
十
年
度
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
二
月
十
三
日
（
水
）

か
ら
三
月
六
日
（
木
）
ま
で
、
左
表

（
七
頁
）
の
日
程
で
各
公
民
館
等
を

巡
回
し
て
実
施
し
ま
す
。
次
の
項
目

に
該
当
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期

間
中
に
申
告
で
き
な
い
方
は
三
月
七

日
（
金
）
か
ら
三
月
十
七
日
（
月
）

ま
で
に
市
役
所
お
よ
び
各
支
所
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
土
・

日
は
除
き
ま
す
。 

障
害
者
手
帳
等
の
証
明
と
な
る
も

の
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
（
福
祉
事
務
所
が
発
行
）。 

 （
注
）
医
療
費
控
除
用
の
領
収
書
や

営
業
・
農
業
用
の
所
得
が
あ
る
方
で
、

帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
整

理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
他
の
来

場
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
必

ず
整
理
し
て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、申
告
期
間
中
は
、職
員
が
申
告

会
場
に
出
向
く
た
め
、本
庁
・
各
支
所

で
は
収
入
の
な
い
方
や
ご
自
分
で
申

告
書
を
作
成
さ
れ
た
方
の
み
対
応
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ

る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
は
下
記
に
よ
り
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。 

申
告
方
法 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

は
確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
へ

提
出 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い

方
は
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
適
用

を
受
け
る
年
度
の
一
月
一
日
に
居
住

し
て
い
た
市
区
町
村
へ
提
出 

申
告
期
限 

　
平
成
二
十
年
三
月
十
七
日
ま
で 

※
な
お
、
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
は
、
市
役
所
本
庁
各
支
所
お
よ
び

税
務
署
の
担
当
窓
口
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
分
の
確
定
申
告
が
二

月
十
八
日
（
月
）
か
ら
税
務
署
で
始

ま
り
ま
す
。 

　
申
告
期
限
は
三
月
十
七
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
還
付
申

告
は
二
月
十
八
日
（
月
）
以
前
で
も

提
出
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

年
金
受
給
者
の 

確
定
申
告
書
記
載
相
談
の
ご
案
内 

　
公
的
年
金
の
み
の
収
入
の
方
で
確

定
申
告
が
必
要
な
方
お
よ
び
還
付
を

受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
下
表
の
と
お
り
相
談
会

場
を
設
け
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

ご
持
参
の
う
え
最
寄
り
の
会
場
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
地
区
割
に
つ
い
て
は
班
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

◇
所
得
税
等
国
税
関
係
　
伊
集
院
税
務
署
　
二
七
三
‐
二
五
四
三 

◇
市
県
民
税
関
係 

　
日
置
市
役
所
　
本
庁
　
　
　
二
七
三
‐
二
一
一
一
　
東
市
来
支
所
　
二
七
四
‐
二
一
一
一 

　
　
　
　
　
　
　
日
吉
支
所
　
二
九
二
‐
二
一
一
一
　
吹
上
支
所
　
　
二
九
六
‐
二
一
一
一 

※相談時間は午前９時～12時、午後１時～午後４時です。 
※各会場とも大変混雑しますので、時間には余裕を持って 
　おいでください。 

東市来保健センター 

伊作地区公民館 

日置市中央公民館大会議室 

日吉中央公民館２階ホール 

２/４（月）～２/５（火） 

２/４（月）～２/５（火） 

２/６（水）～２/７（木） 

２/８（金） 

東市来地域 

吹 上 地 域 

伊集院地域 

日 吉 地 域 

対象地域 日　　程 場　　所 

平成20年度市県民税申告相談日程表 

月  日 曜日 
午前 

地 域 

二潟・山田上 
山田・山田下 

山田公民館 
（9：00～11：00） 

草見・笠ヶ野 
毘沙門 

笠ヶ野公民館 
（13：30～15：30） 

日新公民館 
（9：00～11：00） 

諏訪公民館 
（9：00～11：00） 

日吉中央公民館 
（2階大ホール） 
（9：00～11：00） 

中区公民館 
（9：00～11：00） 

北区公民館 
（9：00～11：00） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

花熟里自治公民館 
（9：00～11：30） 

伊作地区公民館 
（9：00～11：30） 

芋野自治公民館 
（9：00～9：40） 
下与倉自治公民館 
（10：00～11：30） 
藤元自治公民館 
（9：30～10：30） 

赤仁田自治公民館 
（10：50～11：40） 

おろ口自治公民館 
（9：00～9：50） 
瀬谷自治公民館 
（10：00～10：50） 
助代自治公民館 
（11：00～11：40） 

和田地区公民館 
（９：00～11：30） 

吹上地区公民館 
（９：00～11：30） 
小永吉自治公民館 
（９：00～10：00） 
原園自治公民館 
（10：10～11：00） 
下草田自治公民館 
（９：00～11：30） 

永吉5区公民館 
（９：00～11：30） 

坊野地区公民館 
（９：00～11：30） 

竜之瀬自治公民館 
（９：00～10：00） 
平鹿倉地区公民館 
（10：20～11：00） 
自治会長宅 

（11：20～11：40） 

下原・古の山 
今別府 

浜の丸・日新 
並松・北原 

古里東・古里 
中牟礼・中牟礼西 
上の馬場・堀込 
諏訪・鵜狩 

吉利麓・新町 
向江・尾之上 
志賀・内門・熊須 

天司・吉野 
西山・原口 
白井月・鬼丸 

坂元 

東本町・西本町 

緑ケ丘・窪田 

宮坂・南宮内 

亀原・花熟里 

芋野 

下与倉 

藤元 

赤仁田 

おろ口 

瀬谷 

助代 

おろ岡 

下和田 

入来浜・今田 

小永吉 

原園・上草田 

中草田・下草田 

松下・七呂 
鍋谷・印口 

坊野下 

坊野上 

田代野 

竜之瀬 

平鹿倉 

観音河内 

ふもと・多宝寺 
小牧 

城の下・中原 
寺下・榎園 
出来場・西 
榎園団地 

ウッドタウン日吉 

2月13日 

2月14日 

2月15日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 

2月21日 

水 

2月22日 金 

2月25日 月 

2月26日 火 

2月27日 水 

2月28日 木 

2月29日 金 

3月3日 月 

3月4日 火 

3月5日 水 

3月6日 

（土・日を除く） 
3月7日から17日まで 

木 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 
月  日 曜日 

午前 

地 域 

中央 福祉センター 
（９：00～11：00） 元湯・向湯田 福祉センター 

（13：30～15：00） 

遠矢ヶ原 
草東・草西 
川口・住吉 

草原公民館 
（13：30～15：30） 

桑木野 高山地区公民館 
（９：00～10：00） 

高塚東・高塚西 高塚公民館 
（13：30～16：00） 

尾木場 尾木場公民館 
（10：15～11：00） 

新橋・柿の谷 
狩谷・旭東 
旭西・松ヶ尾 

久保園・宮下・八幡 

八幡公民館 
（13：30～15：30） 

郷戸 郷戸公民館 
（９：00～10：00） 

野下 野下公民館 
（10：20～11：30） 

枦木・植木 
日置麓・帆北 
帆西・帆南 
帆東・日置団地 

日吉中央公民館 
（2階大ホール） 
（13：30～15：30） 

上伊作田 江口・川北 

元伊作田 中伊作田公民館 
（９：00～11：00） 

平迫比良 

漁村センター 
（13：30～16：00） 

片町・池上 
道上・小園 

前屋敷・冷水・松山 

南区公民館 
（13：30～15：30） 

中伊作田 

駅前・堀内 福祉センター 
（９：00～11：00） 田之湯 福祉センター 

（13：30～15：30） 

田平・小吹 
岩井田・諸正 
樗木 

扇尾公民館 
（13：30～15：30） 

赤崎 赤崎公民館 
（９：00～11：00） 

鈩口 鈩口公民館 
（13：00～14：00） 

南神之川 南神之川公民館 
（14：15～15：00） 

上中之里 
伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

永山 永山公民館 
（９：00～10：00） 宮田 宮田公民館 

（13：30～14：30） 

下中之里 神之川 神之川公民館 
（10：15～11：00） 牧之角 牧之角公民館 

（15：00～16：00） 

北湯之元・南湯之元 南湯之元自治公民館 （13：30～16：00） 上床 上床公民館 
（９：00～10：00） 

元養母 
元養母公民館 

（13：30～15：30） 
東宮内・西宮内 

伊作地区公民館 
（13：30～16：00） 

中野 中野公民館 
（10：15～11：00） 

中津 美山 美山公民館 
（９：00～11：00） 上野東・上野西 上野西公民館 

（13：30～15：30） 

小野浜 
小野馬場 
小野 

小野馬場自治公民館 
（13：30～16：00） 麓上・麓下・杉之迫 長里地区公民館 （９：00～11：00） 

古市 
城之町上 
城之町 

長里地区公民館 
（13：30～15：30） 

上田尻 上田尻自治公民館 
（13：10～14：30） 鉾之原 鉾之原公民館 

（９：00～10：00） 

野首 野首自治公民館 
（14：40～16：00） 立和名 立和名公民館 

（10：20～11：20） 荻 荻公民館 
（13：30～15：30） 

上与倉 上与倉自治公民館 
（13：10～14：30） 北山 北山公民館 

（９：00～11：30） 

田之尻 田之尻自治公民館 
 （14：50～15：30） 大平 大平公民館 

（９：00～10：00） 皆田東 皆田地区公民館 
（13：30～16：00） 

永野 永野自治公民館 
（15：40～16：30） 丸牧 丸牧公民館 

（10：20～11：20） 皆田西 

下田尻 
中田尻自治公民館 
（13：30～16：00） 

田代 田代公民館 
（９：00～11：30） 田代 田代公民館 

（13：30～16：00） 

中田尻 梅木 梅木公民館 
（９：00～11：30） 柿之迫 柿之迫公民館 

（13：30～16：00） 

上和田 
和田地区公民館 
（13：30～16：00） 下養母 下養母研修館 

（９：00～11：30） 
坂之上下 坂之上下公民館 

（13：30～14：30） 
中和田 

西原 
吹上地区公民館 
（13：30～16：00） 

池田・末永 上方限公民館 
（９：00～11：30） 窪田・四郎園 上方限公民館 

（13：30～16：00） 

入来 
小原・市来 
本平・川畑 

下方限公民館 
（９：00～11：30） 

寺脇 寺脇公民館 
（13：30～15：00） 

天昌寺・浜田後 
浜田中 

浜田後自治公民館 
（13：30～16：00） 

大田下 大田下公民館 
（15：30～16：30） 

大田上・大田中 大田中公民館 
（９：00～11：30） 

郡上 郡上公民館 
（13：30～15：00） 

新川原・永吉中和田 
川久保 久木野  々 久木野々公民館 

（15：30～16：30） 

梅里下・榎下 
梅里・永吉ふもと 

永吉地区公民館 
（13：30～16：00） 向江町・中央通 

銀天通・駅前 
麓東・瀬戸内 

伊集院地区公民館 
（９：00～11：30） 

天神馬場・上之馬場 
元町・犬之馬場・出樋 
城山・荒瀬・小城 

伊集院地区公民館 
（13：30～16：00） 

高田 高田自治公民館 
（13：30～14：00） 清藤 清藤公民館 

（９：00～11：30） 中神殿 中神殿公民館 
（13：30～15：00） 

山手 山手自治公民館 
（14：20～14：50） 

郡下・平古 
徳重東 

日置市中央公民館 
（９：00～11：30） 

郡内・宮脇 
立野・中福良 

日置市中央公民館 
（13：30～16：00） 

柱野 柱野自治公民館 
（15：10～15：30） 妙円寺１区～４区 妙円寺児童館 

（９：00～11：30） 妙円寺5区～9区 妙円寺児童館 
（13：30～15：30） 

今木場 今木場自治公民館 
（13：10～13：40） 野田 野田公民館 

（９：00～11：30） 古城 古城公民館 
（13：30～15：30） 

日添 
日添自治公民館 
（14：00～15：00） 

下神殿全区 伊集院北地区公民館 
（９：00～11：30） 飯牟礼下・腰・善福 

飯牟礼大下公民館 
（13：30～15：30） 

朝日ケ丘 朝日ケ丘公民館 
（９：00～11：30） 猪鹿倉 朝日ケ丘公民館 

（13：30～15：30） 

上神殿全区 上神殿公民館 
（９：00～11：30） 

飯牟礼上 
飯牟礼中 

飯牟礼上公民館 
（13：30～15：30） 

 
恋之原 恋之原公民館 

 （９：00～11：30） 

つつじケ丘全区 つつじケ丘公民館 
（13：30～15：00） 

桑畑 桑畑公民館 
（15：30～16：30） 

下土橋 下土橋公民館 
（９：00～11：30） 上土橋 上土橋公民館 

（13：30～15：30） 

中  川 中川公民館 
（９：00～11：30） 竹之山 竹之山公民館 

（13：30～15：30） 
麦生田西 
麦生田東 

麦生田中央公民館 
（９：00～11：30） 

麦生田中 
麦生田下 

麦生田中央公民館 
（13：30～15：30） 

場所 
（時間） 地 域 場所 

（時間） 

午後 

日
　
　
吉
　
　
地
　
　
域 

東
　
　
市
　
　
来
　
　
地
　
　
域 

伊
　
　
集
　
　
院
　
　
地
　
　
域 

吹
　
　
上
　
　
地
　
　
域 

上記以外の申告・確定等　本庁および各支所 

※詳細については、班回覧等でお知らせします。 



　
今
回
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
部
の

様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

電
話 

二
七
三
‐
二
三
〇
九（
直
通
） 

二
七
三
‐
二
一
一
一（
内
線
）一
四
三
七 

 

一
　
い
ろ
い
ろ
な
相
談
へ
の
対
応 

　
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
主
な
相
談
は
、

子
ど
も
の
不
登
校
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
小

さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

      

二
　
幼
児
教
育
講
演
会 

　
本
年
度
も
夏
と
冬
の
年
二
回
各
地
域
を
対
象
に
子

育
て
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
夏
休
み
の
第
一
回
目
は
、
鹿
児
島
市
伊
敷
公
民
館

館
長
の
末
弘
紘
一
先
生
と
星
ヶ
峯
幼
稚
園
長
箸
野
守

先
生
に
「
子
ど
も
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
」「
未
来

か
ら
の
留
学
生
た
ち

と
と
も
に
」
と
い
う

演
題
で
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
子

ど
も
の
心
を
分
か
り

続
け
る
」「
し
つ
け

る
べ
き
は
き
ち
っ
と

し
つ
け
る
」
等
、
今

の
子
育
て
に
欠
け
つ

つ
あ
る
こ
と
、
父
母

と
し
て
い
か
に
あ
る

べ
き
か
を
、
楽
し
く
感
動
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
冬
は
、
保
健
や
福
祉
に
関
わ
る
講
演
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
全
体
で
子
育
て
を
す
る

時
代
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
者
数

六
十
六
人
） 

        

三
　
指
導
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座 

　
十
月
二
回
、
十
一
月
二
回
の
第
四
回
シ
リ
ー
ズ
で

「
指
導
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
」
を
本

支
援
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
も
あ
る
臨
床
心

理
士
の
国
重
浩
一
先
生
を
講
師
と
し
て
お
願
い
し
、

実
施
し
ま
し
た
。 

第
一
回
目
　
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
基
礎
と
最
近

の
動
向 

第
二
回
目
　
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
導
入 

第
三
回
目
　
ど
ん
な
話

を
聞
い
て
い
く
の
か 

第
四
回
目
　
不
登
校

問
題
に
つ
い
て
、
発

達
障
害
に
つ
い
て
少

し
で
も
子
ど
も
の
気

持
ち
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
指
導
者

が
集
い
ま
し
た
。（
延

べ
参
加
者
数
百
十
一
人
） 

〈
こ
の
よ
う
な
相
談
も
あ
り
ま
す
〉 

・
落
ち
着
き
の
な
い
子
の
指
導
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。 

・
文
字
の
指
導
は
、
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
。 

・
地
域
の
大
人
と
し
て
子
ど
も
に
ど
う
関
わ
れ
ば
い
い
か
。 

・
孫
の
子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。 

〈
参
加
者
の
感
想
よ
り
〉 

・
初
め
て
担
任
を
し
、「
こ
れ
を
し
な
い
と
」
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
、
子
ど
も
に
声
か
け
な
ど
が
き
つ
く
な
っ
て
い
な
い
か

見
直
せ
る
機
会
に
な
っ
た
。 

・
裏
か
ら
見
る
目
、
視
点
を
鍛
え
た
い
で
す
。 

・
男
と
し
て
の
生
き
方
、
家
族
の
あ
り
方
な
ど
参
考
に
な
っ
た
。 

・
新
た
な
発
見
の
視
点
と
な
り
、
ま
た
明
日
か
ら
の
新
し
い
接

し
方
、
声
の
か
け
方
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

〈
参
加
者
の
感
想
よ
り
〉 

・
真
剣
に
相
手
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
と
重
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
た
く
さ
ん
の
人
と
の
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考

え
た
。
話
を
一
方
的
に
す
る
の
で
な
く
、
相
手
の
言
い
た
い
こ

と
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。 

・
今
回
の
研
修
は
、
非
常
に
よ
か
っ
た
。
幼
児
期
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
早
期
発
見
、
早
期
療
育
の
体
制
が
整
う
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。 

・
こ
の
よ
う
な
機
会
を
ま
た
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
す

ご
く
頭
を
使
う
研
修
で
難
し
か
っ
た
が
、
そ
の
分
勉
強
に
な
る

研
修
会
で
し
た
。 

▲講演会の様子 

▲国重先生のデモンストレーション 

▲３人１組になってカウンセリングの演習 

高齢者医療制度の見直しについて 高齢者医療制度の見直しについて 高齢者医療制度の見直しについて 高齢者医療制度の見直しについて 
・平成19年 10月「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において、高齢者医療につい
て以下のとおり取りまとめられ、政府としても実施することとされましたので、その内容をお知
らせします。なお、今後正式に内容が固まった段階で改めてお知らせします。 
 
1.　70～74歳の方（注１）の窓口負担について 
　平成20年４月から平成21年３月までの一年間窓口負担が１割に据え置かれます。 
　（注１）　既に３割負担を頂いている方、後期高齢者医療制度の対象となる一定障害を受けた方は除きます。 
　（注２）　昨年の制度改正では、70～ 74歳の方の窓口負担については、平成20年４月から２割負担に見直される

こととされていたものを据え置くものです。 

2.　後期高齢者医療制度における75歳以上の被扶養者の保険料について 

　平成20年４月から９月までの６カ月間は無料となり、平成20年 10月から平成21年３月までの６
カ月間は、頭割保険料額（被保険者均等割）が９割軽減された額となります。 
（対象者） 
　75歳以上の方（注１）で、後期高齢者医療の被保険者になる日の前日（平成20年３月 31日また
は75歳の誕生日の前日）において被用者保険（注２）の被扶養者となっている方 
　（注１）　65～ 74歳で一定の障害認定を受けた方を含みます 
　（注２）　政府管掌健康保険や企業の健康保険、公務員の共済組合等、いわゆる「サラリーマン」の健康保険であ

り、国民健康保険は該当しません。 
　（注３）　昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の方については、後期高齢者医療制度の被保険者となった

日の属する月から２年間、被用者均等割を５割軽減することとされていますが、今回の措置はそれに加
えて行うものです。 

本　　　庁　健康保険課国保老人保健係（内線1133）　東市来支所　保健福祉課国保老人保健係（内線2133） 

日 吉 支 所　保健福祉課国保老人保健係（内線3133）　吹 上 支 所　保健福祉課国保老人保健係（内線4133） 

【お問い合わせ先（担当窓口）】 

　平成19年 12月 2日鹿児島県広域連合議会
において右記のとおり保険料が決定されま
した。 
　１人当たりの年額保険料は、年金収入額
から公的年金控除（120万円）と基礎控除（33
万円）を引いた額に所得割率 8.63％をかけ
た「所得割額」と「均等割額（45,900 円）
所得に応じた軽減措置あり」を合計して算
出されます。（表参照） 
　詳しいことは、鹿児島県広域連合事務局
（099－ 206－ 1397）か下記までお問い合わ
せください。 

後期高齢者医療保険料の決定について 後期高齢者医療保険料試算（円） 

年金収入額 

年金収入額 
（妻課税所得無） 

120万円 

7割 

13,770 

０ 

13,770 

1,148

13,770 

6,041 

19,811 

1,651

36,720 

40,561 

77,281 

6,440

45,900 

47,465 

93,365 

7,780

45,900 

126,861 

172,761 

14,397

27,540 

０ 

27,540 

2,295

27,540 

6,041 

33,581 

2,798

45,900 

23,301 

69,201 

5,767

73,440 

57,821 

131,261 

10,938

91,800 

126,861 

218,661 

18,222

7割 2割 なし なし 

7割 7割 5割 なし なし 

160万円 200万円 208万円 300万円 

120万円 160万円 180万円 220万円 300万円 

均等割額軽減 

均 等 割 額  

所 得 割 額  

保険料 
年額 

月額 

均等割額軽減 

均 等 割 額  

所 得 割 額  

保険料 
年額 

月額 

単
独
世
帯 

夫
婦
世
帯 



各
コ
ー
ト
で
、白
熱
の
試
合
展
開 

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
ワ
イ
ワ
イ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

細山田武史選手（早稲田大学）による野球教室 

駅
伝
の
部
で
日
置
市
消
防
本
部
が
優
勝
！ 

早大野球部捕手、母校で野球を指導 

九
州
消
防
駅
伝
大
会
・
消
防
駅
伝
in
く
ま
も
と 

　
九
州
消
防
駅
伝
大
会
・
消
防
駅
伝

in
く
ま
も
と
２
０
０
７
が
、
十
一
月

二
十
四
日
、
熊
本
市
熊
本
県
民
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
九
州
各
県
か
ら
六
十
三

チ
ー
ム
が
出
場
。
日
置
市
消
防
本
部

が
駅
伝
の
部
で
七
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
は
、
一
区
有
馬
拓
美
さ
ん

が
七
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
二
区

中
渡
瀬
裕
樹
さ
ん
が
三
位
に
順
位
を

上
げ
、
三
区
小
園
勇
作
さ
ん
が
区
間

賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
に
浮
上
す
る
と
、

四
区
早
瀬
道
正
さ
ん
が
無
難
に
つ
な

ぎ
、
五
区
徳
重
祐
児
さ
ん
も
区
間
賞

の
走
り
で
、
二
位
に
約
一
分
の
リ
ー

ド
を
広
げ
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
柿
内
和
浩
監
督
は
、「
選
手
た
ち

が
二
月
の
県
下
一
周
駅
伝
で
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
と
、
近
い
将
来
、
全

国
制
覇
も
視
野
に
努
力
し
、
日
置
市

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
長
年
に
わ
た
り
国
指

定
の
各
種
統
計
調
査
に
お
い
て
功
績

が
認
め
ら
れ
、
日
置
市
内
在
住
の
四

人
の
方
に
、
平
成
十
九
年
度
統
計
功

績
者
表
彰
の
伝
達
が
、
本
庁
お
よ
び

支
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
十
二
月
十
二
日
、
東
市
来
支
所
で

元
吉
靖
郎
さ
ん
に
伝
達
し
た
県
統
計

課
下
村
課
長
補
佐
は
、「
調
査
は
社

会
経
済
の
進
展
と
行
政
施
策
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
も
の
。

世
帯
情
勢
も
変
化
し
、
ご
苦
労
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

激
励
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
者
と
功
績
概
要
（
平
成
十
九

年
三
月
現
在
）
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

　
扇
尾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
日
吉
）
が
、

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
小
規
模
校
の
特
色
を
活
か
し
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
学
校
、
校
区
公
民
館
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
に
密
着
し
た
特
色
あ

る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
て

い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
に
、
東
京

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
元
監
査
委
員
の
鮫
島
登
さ
ん
が
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
十
一
月
五

日
、
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
鮫
島
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三
年
か

ら
平
成
十
五
年
に
わ
た
り
、
東
市
来

町
監
査
委
員
と
し
て
監
査
事
務
に
精

励
し
、
公
正
で
公
平
な
行
財
政
運
営

の
指
導
を
通
し
て
町
の
振
興
発
展
と

住
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。 

　
元
吉
　
靖
郎
（
東
市
来
） 

　
　
　
　
　
　
　
　﹇
構
造
統
計
﹈ 

　
昭
和
五
十
六
年
か
ら
二
十
六
年
間
、

工
業
統
計
調
査
や
商
業
統
計
調
査
な

ど
三
十
一
回
の
調
査
に
尽
力
さ
れ
、

正
確
で
迅
速
な
調
査
と
住
民
や
事
業

所
か
ら
の
信
頼
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

         

　
有
村
　
美
智
子
（
吹
上
） 

　
　
　
　
　
　
　
　﹇
家
計
調
査
﹈ 

　
平
成
十
六
年
か
ら
三
年
間
、
家
計

調
査
や
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な
ど

の
調
査
に
尽
力
さ
れ
、
家
計
調
査
と

い
う
特
異
な
調
査
で
も
、
誠
実
で
正

確
な
調
査
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
藤
園
　
弘
美
（
東
市
来
） 

　
　
　
　
　
　
　﹇
労
働
力
調
査
﹈ 

　
平
成
十
八
年
か
ら
携
わ
っ
て
い
る

労
働
力
調
査
に
お
い
て
、
調
査
内
容

を
十
分
に
理
解
し
、
正
確
な
記
入
と

適
正
か
つ
円
滑
な
調
査
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。 

　
上
村
　
憲
子
（
日
吉
） 

　
　
　
　
　
　
　
　﹇
構
造
統
計
﹈ 

　
工
業
統
計
と
商
業
統
計
に
関
す
る

事
務
に
十
回
以
上
従
事
し
、
調
査
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

          

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
四
人
の
方
は
、

現
在
も
各
種
の
統
計
調
査
に
携
わ
ら

れ
て
お
り
、
今
後
も
、
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。 

　
十
二
月
二
十
六
日
、
鹿
児
島
城
西

高
等
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
早

稲
田
大
学
野
球
部
捕
手
の
細
山
田
武

史
選
手
（
鹿
城
西
卒
）
が
小
中
学
生

を
対
象
に
野
球
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

　
細
山
田
選
手
は
、
東
京
六
大
学
野

球
春
季
リ
ー
グ
戦
で
早
稲
田
を
優
勝

へ
と
導
い
た
選
手
の
一
人
。
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
捕
手
で
、
首
位
打
者
、
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
な
ど
大
い
に
活
躍
し
た
ほ

か
、
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

優
勝
、
日
米
大
学
野
球
選
手
権
大
会

優
勝
な
ど
数
々
の
大
会
で
実
績
を
上

げ
て
い
る
選
手
。 

　
野
球
教
室
で
は
、
細
山
田
選
手
と

と
も
に
五
人
が
指
導
に
あ
た
り
、
小

学
生
（
午
前
の
部
）
と
中
学
生
（
午

後
の
部
）
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か
ら

各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
練
習
な
ど
を
丁
寧
に

教
え
て
い
ま
し
た
。 

　
有
名
選
手
に
野
球
を
教
え
て
も
ら

え
る
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
指

導
者
の
一
挙
手
一
投
足
に
目
を
輝
か

せ
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
十
二
月
十
六
日
、
伊
集
院
総
合
体

育
館
で
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
ワ

イ
ワ
イ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
内
外
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

や
同
好
会
な
ど
二
十
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
こ
の
大
会
は
、
五
チ
ー
ム
ご
と

の
予
選
リ
ー
グ
か
ら
二
チ
ー
ム
ず
つ

が
勝
ち
あ
が
り
、
計
八
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
決
戦
。
各
コ
ー

ト
で
は
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

体
育
館
は
応
援
や
歓
声
に
沸
き
ま
し

た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
ピ
ー
チ
ー
ズ 

準
優
勝
　
V
i
v
a
V
i
v
a
・
わ
だ
ぁ
ず 

３
　
位
　
Ｋ
Ｙ
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
ジ
ョ
カ
ー
レ 

■
　経
済
産
業
大
臣
表
彰 

■
　総
務
大
臣
表
彰 

■
　総
務
大
臣
表
彰 

■
　経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局 

　
　調
査
統
計
部
長
感
謝
状 

▲有村美智子さん（写真右）と藤園弘美さん（写真左） 

▲鮫島　登さん（写真中央） 

▲上村憲子さん 

平成19年度統計調査功績者表彰 

表彰 

総
務
大
臣
表
彰 

日置市から 
4人の調査員が 

大臣表彰等を受賞 

監
査
事
務
に
携
わ
り
１５
年 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰 

地
域
に
密
着
し
た
活
動
で
表
彰 



交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

歴史をたどる峠道 

日
吉
地
域
交
通
安
全
母
の
会 

「
心
と
心
の
交
流
」
で
10
周
年 

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
親
善
大
使
が
訪
問 

　年末年始交通事故防止運動・飲酒運転根絶運動キャン
ペーンが12月 21日、日吉駐在所前で行われました。 
　車やバイクの運転者に注意を呼びかけ安全をお願いし
ました。 

交
通
安
全
母
の
会
表
彰 

鹿
児
島
県 

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会 

　平成19年全交母会長表彰式が12月 6日、東京歌舞伎座
で行われ、諏訪免順子さん（日吉地域）が全国表彰を受
けました。 
　この表彰は、母親を中心とした女性ボランティアで指
導的立場にあり、活動歴10年以上の個人・団体等を対象
としています。 

非
行
の
未
然
防
止
を 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
啓
発
活
動 

　
吹
上
地
域
更
生
保
護
女
性
会
が
十

二
月
七
日
、
吹
上
中
学
校
を
訪
れ
生

徒
代
表
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
の
訪
問
は
「
親
が
子
を
、

子
が
親
を
手
に
か
け
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
を
少
し
で
も
な
く
し
た
い
」

と
同
会
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
。 

　
訪
れ
た
同
会
役
員
は
、
運
動
の
趣

旨
が
記
さ
れ
た
消
し
ゴ
ム
と
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
、
下
野
生
徒
会
長

ら
生
徒
会
役
員
に
贈
り
「
生
徒
全
員

に
お
配
り
い
た
だ
い
て
、
非
行
の
な

い
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
会
は
今
年
も
、
事
業
所

な
ど
の
協
力
を
得
て
歳
末
助
け
合
い

活
動
を
行
い
、
更
生
施
設
な
ど
に
タ

オ
ル
や
石
鹸
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
古
く
か
ら
伊
作
街
道
と
し
て
知
ら

れ
る
県
道
二
二
号
線
沿
い
に
十
二
月

八
日
、
木
製
の
歌
碑
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
直
径
三
十
㌢
ほ
ど
の
杉
木
の

歌
碑
に
は
、
島
津
日
新
公
が
詠
ん
だ

「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
が
記
さ
れ
、

上
部
に
は
蓄
光
材
で
作
ら
れ
た
島
津

家
の
家
紋
が
浮
か
び
上
が
る
た
め
、「
島

津
い
ろ
は
灯
篭
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
灯
篭
は
「
歴
史
の
あ
る
道
の

魅
力
を
さ
ら
に
大
き
く
し
た
い
」
と
、

吹
上
地
域
の
農
業
委
員
で
構
成
す
る

「
明
る
い
農
村
」
や
県
道
の
美
化
活

動
を
長
年
続
け
て
い
る
「
藤
元
地
区

山
茶
花
会
」
な
ど
が
協
働
で
実
施
。

そ
う
し
ん
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
や

鹿
児
島
県
木
の
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り

事
業
の
支
援
を
受
け
、
三
十
基
を
設

置
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
二
十
人
の
会
員
は
「
鹿

児
島
市
か
ら
日
置
市
へ
の
南
の
玄
関

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
」
と
懸
命
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
十
二
月
十
日
か
ら
六
日
間
、
五
人

の
マ
レ
ー
シ
ア
親
善
大
使
が
来
訪
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
各
種
体
験
な
ど
で
、

市
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
際
交
流
は
、

旧
吹
上
町
で
か
ら
い
も
交
流
か
ら
根

付
い
た
も
の
で
、
吹
上
町
マ
レ
ー
シ

ア
交
流
実
行
委
員
会
（
下
園
聖
子
会

長
・
会
員
四
十
八
人
）
が
中
心
と
な

っ
て
、
文
化
紹
介
や
研
修
生
受
入
な

ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
親
善
大
使
の
受
入
も
そ
の
ひ
と
つ
。

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
日
本
に
国
費

留
学
し
た
元
留
学
生
組
織
ア
レ
プ
ス

（
A
L
E
P
S
）
の
ザ
バ
会
長
や
マ

レ
ー
シ
ア
吹
上
友
好
協
会
（
M
F
F
A
）

の
ズ
キ
フ
リ
会
長
の
ほ
か
、
学
生
三

人
。 

　
常
夏
の
国
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
な
い

冬
を
選
ん
で
の
訪
問
。
五
人
は
期
間

中
、
会
員
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

慣
れ
な
い
食
事
や
習
慣
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
学
生
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
日
本

が
日
置
市
で
す
。
寒
さ
に
震
え
な
が

ら
、
ソ
バ
打
ち
や
ミ
カ
ン
狩
り
、
イ

チ
ゴ
狩
り
を
体
験
し
、
ク
リ
ー
ン
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
再
資
源
化

の
重
要
性
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

初
め
て
湯
船
に
も
浸
か
り
ま
し
た
。 

　
永
吉
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
歓

迎
交
流
会
に
は
、
市
民
な
ど
九
十
人

余
が
参
加
。
日
本
舞
踊
や
マ
レ
ー
シ

ア
ダ
ン
ス
な
ど
、
相
互
の
文
化
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
親
善
大
使
は
マ
レ

ー
シ
ア
ダ
ン
ス
に
大
勢
の
市
民
が
参

加
す
る
様
子
に
「
私
た
ち
の
国
を
好

き
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
同
国
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は

平
成
九
年
。
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交

流
実
行
委
員
会
も
同
時
に
発
足
し
て

お
り
、
交
流
事
業
も
団
体
の
活
動
も

十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
同
実
行
委
員
会
の
下
園
会
長
、

A
L
E
P
S
ザ
バ
会
長
、
M
F
F
A

ズ
キ
フ
リ
会
長
は
異
口
同
音
に
「
十

年
を
振
り
返
り
、
二
十
年
、
三
十
年

後
を
語
り
、
心
と
心
、
人
と
人
の
交

流
を
ず
っ
と
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
十
二
月
八
日
、
Ｊ
Ｒ
東
市
来
駅
、

湯
之
元
駅
で
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分

会
（
大
迫
束
雄
会
長
、
会
員
七
十
九

人
）
の
会
員
約
二
十
人
が
、
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
長
年
続
い
て
い
る
こ
の
活
動
は
、

毎
年
十
二
月
上
旬
に
一
回
、
駅
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
払
い
を
行
な
い
ま

す
。 

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

家
族
の
た
め
に
飲
ん
だ
ら
乗
る
な 

駅
周
辺
清
掃
活
動
に
感
謝
！ 

吹
上
交
母
会
が
飲
酒
運
転
撲
滅
啓
発 

　「
年
末
年
始
の
忘
新
年
会
シ
ー
ズ

ン
に
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
」
と
十
二

月
二
十
一
日
、
交
通
安
全
街
頭
啓
発

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
動
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
吹
上

地
域
交
通
安
全
母
の
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
。
例
年
、
国
道
沿
い
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
飲

酒
運
転
撲
滅
に
絞
り
、
Ａ
コ
ー
プ
伊

作
店
と
タ
イ
ヘ
イ
吹
上
店
の
駐
車
場

で
行
い
ま
し
た
。 

　
同
会
で
は
運
動
に
先
立
ち
、
夫
婦

折
鶴
を
あ
し
ら
っ
た
交
通
安
全
お
守

り
を
、
願
い
を
込
め
な
が
ら
百
個
余

り
手
作
り
。 

　
会
員
は
お
守
り
を
、
啓
発
チ
ラ
シ

や
反
射
材
、
乳
酸
菌
飲
料
と
一
緒
に

配
布
し
「
お
父
さ
ん
に
飲
ん
だ
ら
乗

ら
ん
ご
と
い
っ
て
ね
」
と
訴
え
ま
し

た
。
受
け
取
っ
た
主
婦
は
「
家
族
の

た
め
で
す
よ
ね
」
と
い
い
な
が
ら
、

早
速
、
車
窓
に
お
守
り
を
取
り
付
け

て
い
ま
し
た
。 

鉄道OB会 
東市来分会 

伊作峠に島津いろは灯篭を設置 

▲市長を表敬訪問 

▲
歓
迎
交
流
会
で
記
念
撮
影 

山
神
の
郷
公
園
で
ソ
バ
打
ち
に
挑
む
学
生 

▲
 



　
十
二
月
八
・
九
日
の
「
ま
る
ご
と

伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
募
金

活
動
が
行
わ
れ
、
二
日
間
で
七
万
二

千
七
百
十
一
円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
十
二
月
二
十
八
日
、
末
永
義
弘
実

行
委
員
長
が
協
同
募
金
会
日
置
市
支

会
伊
集
院
分
会
長
の
藤
松
劼
さ
ん
へ

募
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
募
金
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
産
業
祭
！ 

は
ず
み
ま
し
た
よ 

北
区
産
業
祭
・
南
区
祭
り 

一
人
一
役
中
区
祭
り 

中
区
自
治
公
民
館 

　好天に恵まれた 12月 23日、日吉の北区
産業祭と南区祭りが各地区で行われました。
　祭りでは、地域の方々が丹精こめて育て
た野菜の品評会や豚汁・うどん・綿あめの
販売、もちつきなどが行われ、終日多くの
人でにぎわっていました。 

　であい、ふれあい、学びあいをテーマに12月 2日、中
区集落センター（日吉）で、第11回中区祭りが行われま
した。 
　祭りでは、地域の方が精一杯作った野菜の品評会が行
われ、うどん、カレー、中区名物の〝森護川だんご〟（芋
と黒砂糖が入ったもの）など出店があり、たくさんの人
でにぎわいました。 

伝
統
行
事
に
さ
ら
な
る
活
気 

妙
見
神
社
相
撲
大
会 

　
妙
見
神
社
相
撲
大
会
が
十
一
月
二

十
五
日
、
同
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
相
撲
大
会
は
、
同
神
社
の
奉

納
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

過
疎
化
で
一
時
途
絶
え
て
い
た
も
の

を
平
成
四
年
、
中
之
里
地
域
（
吹
上
）

の
有
志
が
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
。 

　
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
出

場
を
見
合
わ
せ
相
撲
へ
の
参
加
を
促

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
資
源
回
収
の
日
程
を

変
更
す
る
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
て
支

援
。
七
十
人
の
小
中
学
生
が
、
ま
わ

し
姿
で
土
俵
を
沸
か
せ
、
鹿
実
や
鹿

商
、
樟
南
高
校
相
撲
部
が
迫
力
の
取

組
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

助
成
事
業
に
よ
り
土
俵
や
収
納
庫
、

テ
ン
ト
な
ど
も
整
備
。
そ
ろ
い
の
ハ

ッ
ピ
の
実
行
委
員
が
生
き
生
き
と
活

動
し
て
い
ま
し
た
。 

　
伝
統
行
事
は
、
地
域
資
源
を
動
員

し
て
さ
ら
な
る
活
気
を
得
て
い
ま
し

た
。 

　
十
二
月
九
日
、
第
二
十
五
回
い
じ
ゅ

う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

が
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
、
大
会
に
は
市
内
外
か
ら

二
千
五
百
五
人
が
参
加
。
競
技
者
や
愛

好
家
が
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ペ
ー
ス
で
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
は
Ｋ
Ｔ
Ｓ
鹿
児
島
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
武
田
み
ど
り
さ
ん

が
司
会
進
行
。
武
田
さ
ん
は
参
加
者
と

と
も
に
２
㌔
コ
ー
ス
（
小
学
生
Ｂ
女
子
）

に
出
場
す
る
な
ど
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
梅
マ
ラ
ソ
ン
市
内
参
加
者
の
上
位
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略

三
位
ま
で
） 

◇
２
㌔ 

小
学
生
Ａ（
４
年
生
以
下
男
子
）の
部 

　
１
位
　
木
山
　
翔
太
郎 

　
２
位
　
西
原
口
　
嶺 

　
３
位
　
飯
嶌
　
友
哉 

小
学
生
Ａ（
４
年
生
以
下
女
子
）の
部 

　
１
位
　
松
元
　
唯
依 

　
２
位
　
森
　
わ
か
な 

　
３
位
　
今
田
　
聖
奈 

小
学
生
Ｂ（
５
・
６
年
生
男
子
）の
部 

　
３
位
　
山
内
　
勇
人 

小
学
生
Ｂ（
５
・
６
年
生
女
子
）の
部 

　
２
位
　
木
山
　
志
栞 

一
般
女
子
の
部 

　
２
位
　
入
木
田
　
奈
穂
美 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部 

　
１
位
　
大
倉
野
フ
ァ
ミ
リ
ー 

　
２
位
　
内
門
フ
ァ
ミ
リ
ー 

◇
３
㌔ 

中
学
生
女
子
の
部 

　
２
位
　
今
村
　
萌 

一
般
男
子
の
部 

　
１
位
　
木
場
　
慎
二 

◇
４
㌔ 

中
学
生
男
子
の
部 

　
１
位
　
有
村
　
優
樹 

　
２
位
　
内
　
和
也 

　
３
位
　
大
迫
　
寛
和 

◇
５
㌔ 

高
校
生
男
子
の
部 

　
３
位
　
岩
崎
　
弘
樹 

高
校
生
女
子
の
部 

　
１
位
　
西
別
府
　
光
彩 

　
３
位
　
村
場
　
穂
奈
美 

39
歳
以
下
女
子
の
部 

　
１
位
　
山
口
　
二
三
子 

59
歳
以
下
男
子
の
部 

　
１
位
　
柿
内
　
和
浩 

59
歳
以
下
女
子
の
部 

　
１
位
　
富
奥
　
裕
子 

◇
10
㌔ 

レ
ー
サ
ー
の
部 

　
１
位
　
徳
重
　
祐
児 

　
２
位
　
小
園
　
勇
作 

　
３
位
　
冨
迫
　
俊
佑 

高
校
生
男
子
の
部 

　
１
位
　
下
野
　
青
海 

　
２
位
　
早
馬
　
仁 

39
歳
以
下
男
子
の
部 

　
３
位
　
中
渡
瀬
　
裕
樹 

60
歳
以
上
男
子
の
部 

　
２
位
　
伊
藤
　
昭
喜 

　
十
二
月
八
・
九
日
の
二
日
間
、
梅

マ
ラ
ソ
ン
と
同
時
に
ま
る
ご
と
伊
集

院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
農
業
や
商
工
業
な
ど
の
各
種

産
業
に
か
か
わ
る
人
や
ま
ち
づ
く
り

団
体
な
ど
が
一
堂
に
集
ま
り
、
地
域

の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
十
三
回
目
。 

　
会
場
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
農
産
物

や
加
工
品
な
ど
の
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
に
は
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
の

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、
一
万
人
に

振
舞
わ
れ
る
恒
例
の
伊
集
院
鍋
も
大

盛
況
。
最
後
は
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
終

始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

梅マラソン 
ジョギング大会 

まるごと 
伊集院フェスティバル 募金を寄付 



「
近
く
て
近
い
国
」
韓
国
を
体
験 

韓
国
文
化
体
験
交
流
の
旅 

３３
年
目
の
節
目
を
迎
え
て 

北
山
の
七
日
講（
ソ
バ
講
） 

会
場
を
包
み
込
む
音
楽
に
陶
酔 

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会 

　
十
二
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の

両
日
、
市
中
央
公
民
館
と
伊
集
院
文

化
会
館
で
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
鹿
児
島
日
置
大
会
」（
文
部

科
学
省
な
ど
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
、
市
内
外

か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
四
千
人
が
訪

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
内
に
は
県
内
の
理
科
教
諭
や

企
業
な
ど
が
設
置
す
る
約
五
十
の
ブ

ー
ス
。
子
ど
も
た
ち
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
た
顕
微
鏡
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
で
作
っ
た
空
気
砲
な
ど
の
身
近
な

も
の
を
使
っ
た
実
験
か
ら
、
液
体
ち

っ
素
の
実
験
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
実
験
を
体
験

し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
屋
外
で
は
気
圧
で
ド
ラ
ム

缶
を
つ
ぶ
す
実
験
が
行
わ
れ
、
水
で

冷
や
し
て
い
く
ド
ラ
ム
缶
が
「
ド
ン
」

と
音
を
立
て
て
一
気
に
つ
ぶ
れ
る
迫

力
の
実
験
に
、
見
物
客
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
十
二
月
二
日
、
東
市
来
町
養
母
の

鹿
王
（
し
か
お
う
）
神
社
で
、「
北

山
の
七
日
講
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
北
山
自
治
会
に
は
、
元
々
十
一
月

七
日
（
命
日
）、
現
在
で
は
、
十
二

月
七
日
に
「
七
日
講
」
と
言
わ
れ
る

供
養
行
事
が
あ
り
、「
ソ
バ
講
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
由
来
は
、
昔
、
あ
ら
ぬ
事
実
に
よ

り
斬
ら
れ
た
奥
方
の
命
日
を
弔
う
た

め
の
行
事
で
、
奥
方
は
、
斬
ら
れ
る

際
、「
白
い
血
が
出
た
ら
私
は
無
実

で
す
」
と
言
い
残
し
、
白
い
血
を
流

し
た
。
そ
の
「
白
い
血
」
に
ち
な
ん

で
、
カ
タ
ゴ
シ
キ
（
二
回
蒸
す
の
を

一
回
蒸
し
た
米
）
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
餅
に
な
り
、
今
で
は
そ

ば
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
は
、
当
番
の
方
々
だ
け
で
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
三
十

三
年
目
の
節
目
で
あ
り
、
自
治
会
挙

げ
て
の
供
養
で
、
日
曜
日
に
引
き
寄

せ
、
神
事
と
そ
ば
等
の
昼
食
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
料
理
に
舌
鼓 

第
三
回
世
界
料
理
講
座 

　
十
一
月
十
七
日
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
第
三
回
目
と
な
る
「
世

界
味
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、
講
座
生

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ

出
身
で
東
市
来
地
域
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
キ
ン

バ
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
牛
の
煮
込
み
に
マ
ッ
シ
ュ
ポ

テ
ト
を
の
せ
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
コ
ッ

テ
ー
ジ
パ
イ
と
ウ
ェ
ル
シ
ュ
ケ
ー
キ

を
調
理
。 

　
試
食
会
で
は
参
加
者
か
ら
「
イ
ギ

リ
ス
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」

「
キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
元

気
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
体
も
心
も
温
か
く
な
っ
た
料
理

講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

　
第
十
五
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
十
二
月
十
六
日
、

伊
集
院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
四
部
で
構
成
さ
れ
た
演
奏
会
に
今

年
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
エ
コ
ー
ズ
が
賛

助
出
演
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
共
演
す
る

音
楽
が
演
奏
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

　
当
日
、
会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
観
客
が
訪
れ
、

会
場
を
包
み
込
む
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
皆
聞
き
入
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。 

昔
な
が
ら
の
門
松
づ
く
り
を
体
験 

郡
上
子
ど
も
会
育
成
会 

　
十
二
月
十
六
日
、
郡
上
子
ど
も
会

（
伊
集
院
）
の
子
ど
も
た
ち
が
門
松

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

中
で
交
流
し
、
昔
な
が
ら
の
門
松
づ

く
り
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
育
成

会
が
企
画
し
た
初
め
て
の
取
り
組
み
。 

　
当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
大

人
に
教
わ
り
な
が
ら
育
成
会
七
世
帯

分
十
四
個
の
門
松
を
制
作
。
初
め
て

の
体
験
に
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。 

し
た
つ
づ
み 子どもたちが体験 

不思議な科学の世界 

青少年のための科学の祭典 
日置大会 

　
昨
年
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
三
日
間
、
韓
国
文
化
体
験
交

流
の
旅
に
市
民
十
九
人
が
参
加
し
、

韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
市
の
国
際
交
流
事
業
の

一
環
で
、
平
成
十
年
の
薩
摩
焼
四
百

年
祭
を
機
に
韓
国
文
化
に
対
す
る
理

解
と
人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。 

　
参
加
者
は
、
文
化
財
の
宝
庫
で
韓

国
の
歴
史
の
流
れ
が
把
握
で
き
る
国

立
中
央
博
物
館
、
ド
ラ
マ
「
チ
ャ
ン

グ
ム
の
誓
い
」
で
知
ら
れ
る
世
界
文

化
遺
産
の
昌
徳
宮
や
宮
廷
料
理
が
味

わ
え
る
宮
宴
な
ど
を
訪
れ
、
文
化
と

歴
史
の
壮
大
さ
に
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
伝
統
家
屋
の
趣
を
堪
能
で

き
る
南
山
韓
屋
村
で
は
、
韓
国
の
伝

統
的
な
結
婚
式
に
遭
遇
。
古
い
建
物

に
囲
ま
れ
、
き
ら
び
や
か
な
韓
服
に

身
を
包
ん
で
厳
か
に
行
わ
れ
た
式
の

雰
囲
気
は
、
ま
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
に
乗
っ
て
過
去
の
世
界
に
迷
い
込

ん
だ
よ
う
。
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。 

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

入
、
斡
旋
を
し
て
い
る

韓
国
の
団
体
ユ
ニ
リ
ン

ク
を
通
じ
て
行
わ
れ
た

交
流
会
で
は
、
十
四
人

も
の
現
地
の
人
々
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
見
聞
き
し
て
い
る

情
報
で
な
く
、
お
互
い
の
国
に
関
す

る
思
い
や
考
え
を
実
際
に
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
伝
統
民

謡
ア
リ
ラ
ン
を
韓
国
語
で
披
露
す
れ

ば
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
を
お

返
し
に
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
短
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
交
流
会
。
予
定
時
刻
を
大
幅

に
過
ぎ
終
了
し
た
後
も
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
別
れ
る
ほ
ど
。
そ
こ
に
は

「
近
く
て
遠
い
国
」
と
呼
ば
れ
る
様

子
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
の

竹
之
下
恭
子
さ
ん
は
「
日
本
と
似
た

よ
う
な
文
化
圏
で
親
し
み
を
感
じ
、

言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
く
て
も
気
持

ち
が
通
じ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
三
日
間
の
日
程
を
終
え
た
参
加
者

は
、
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
お
土
産

と
思
い
出
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
と
胸
い

っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。 

▲華やかな宮廷生活がしのばれる昌徳宮 

▲交流会の様子 

▲伝統的な結婚式の様子 



思
わ
ぬ
訪
問
に
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ 

和
田
小
児
童
が
施
設
を
慰
問 

お
正
月
の
伝
統
文
化
に
挑
戦 

伊
作
田
小
・
高
山
地
区
門
松
づ
く
り
体
験 

自
ら
挑
む
！
脱
メ
タ
ボ 

男
性
の
食
育
料
理
教
室 

お
い
し
い
給
食
、楽
し
み
で
ー
す 

日
置
小
お
た
の
し
み
給
食
会 

　
十
二
月
十
四
日
に
伊
作
田
小
学
校

（
東
市
来
）
六
年
生
の
生
徒
十
九
人
が
、

十
六
日
に
は
高
山
地
区
で
参
加
者
十

四
人
が
門
松
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
伊
作
田
小
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
準
備

し
て
い
た
竹
や
飾
り
な
ど
を
使
っ
て
、

寒
空
に
も
関
わ
ら
ず
生
徒
は
元
気
一

杯
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
が
、
慣
れ

な
い
作
業
で
悪
戦
苦
闘
し
、
よ
う
や

く
完
成
。
立
派
な
門
松
が
正
門
を
飾

り
ま
し
た
。
三
薗
茉
生
（
ま
う
）
さ

ん
は
「
初
め
て
作
っ
た
。
竹
を
巻
く

の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
に

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　
高
山
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
門

松
づ
く
り
は
空
き
缶
を
利
用
し
た
も

の
で
大
き
さ
も
お
手
軽
サ
イ
ズ
。
参

加
者
は
手
際
よ
く
思
い
思
い
の
飾
り

付
け
で
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
家
族
で
参
加
し
た
中
堂
園
和
也
さ

ん
は
「
新
築
の
記
念
に
初
め
て
作
り

ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。
お
腹
周
り
が

気
に
な
り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
変

え
ら
れ
な
い
食
生
活
を
、
男
性
自
ら

が
参
加
し
て
変
え
よ
う
と
十
二
月
一

日
、
男
性
の
食
育
料
理
教
室
が
吹
上

中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
男
性
に
も
食
の
重
要
性
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
日
常
生
活
で
生
か

し
て
も
ら
お
う
と
、
吹
上
地
域
食
生

活
改
善
推
進
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。 

　
教
室
に
は
中
高
年
男
性
十
三
人
が

参
加
。
台
所
初
心
者
か
ら
主
夫
級
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
腕
前
が
調
理
台
を

囲
み
ま
し
た
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
は
豚
の
生
姜
焼
き
や
キ

ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
、
味
噌
汁
な
ど
五
品

に
挑
戦
。
米
の
研
ぎ
方
か
ら
包
丁
さ

ば
き
の
ほ
か
、
食
材
の
栄
養
組
成
ま

で
を
推
進
員
に
学
び
な
が
ら
調
理
し

ま
し
た
。 

　
過
程
は
と
も
か
く
、
出
来
上
が
り

は
上
々
。
苦
労
し
て
作
っ
た
料
理
に

つ
い
つ
い
箸
も
進
み
「
メ
タ
ボ
予
防

の
は
ず
が
食
べ
過
ぎ
た
」「
で
も
カ

ロ
リ
ー
控
え
目
だ
か
ら
大
丈
夫
」。 

図
書
券
贈
呈 

日
吉
地
域
各
種
女
性
団
体 

　
十
二
月
四
日
、
日
吉
地
域
各
種
女

性
団
体
代
表
の
諏
訪
免
会
長
（
写
真

左
か
ら
二
人
目
）
か
ら
日
吉
中
学
校

へ
図
書
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
各
種
女
性
団
体
の
バ
ザ

ー
の
収
益
金
の
一
部
を
図
書
券
と
し

て
日
吉
地
域
幼
・
小
・
中
学
校
に
贈

呈
し
て
い
る
も
の
で
、
平
成
九
年
か

ら
始
ま
り
今
年
で
十
年
目
。 

　
こ
の
図
書
券
に
は
、
多
く
の
本
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
各
種
女
性

団
体
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
十
二
月
十
四
日
、
日
置
小
学
校
（
日

吉
）
体
育
館
で
お
た
の
し
み
給
食
会

が
行
わ
れ
、
全
校
児
童
と
園
児
、
先

生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
給
食
で
栄
養

を
考
え
て
く
だ
さ
る
給
食
調
理
員
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
催
さ
れ

た
も
の
。
当
日
は
、
児
童
代
表
か
ら

給
食
調
理
員
へ
感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
給
食
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
献
立
は
児
童
の
リ
ク
エ

ス
ト
で
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
か
ら
揚
げ
、

卵
焼
き
、
シ
ュ
ー
マ
イ
、
野
菜
ス
ー

プ
な
ど
。
児
童
ら
は
大
勢
で
楽
し
く

食
べ
る
給
食
会
で
、「
食
」
の
あ
り

が
た
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

サ
ン
タ
が
６
人
も
や
っ
て
き
た 

吹
上
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
保
育
所
訪
問 

　
吹
上
中
央
幼
稚
園
運
動
場
に
十
二

月
二
十
五
日
、
突
然
六
人
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
中
央
保
育
園

や
中
央
幼
稚
園
の
園
児
に
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
サ
ン
タ
に
扮
（
ふ
ん
）
し
た
の
は

吹
上
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
重
田
正

信
会
長
・
会
員
二
十
九
人
）
の
会
員
。

訪
問
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
一
環
で
、
平
成
十
七
年

か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で
三

回
目
で
す
。 

　
ト
ナ
カ
イ
の
ソ
リ
な
ら
ぬ
、
ポ
ニ

ー
の
馬
車
で
現
れ
る
と
「
サ
ン
タ
だ
、

サ
ン
タ
が
来
て
く
れ
た
」
と
園
児
は

騒
然
。
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

馬
車
に
も
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。 

　
園
児
の
も
う
ひ
と
つ
の
お
目
当
て

は
、
サ
ン
タ
の
背
負
っ
た
大
き
な
荷

物
。
サ
ン
タ
と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
勝

っ
た
順
に
絵
本
な
ど
手
渡
さ
れ
る
と
、

元
気
な
声
で
「
サ
ン
タ
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
」
と
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
（
吹
上
）
児
童
二
十

七
人
が
十
一
月
二
十
七
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
奈
村
を
慰
問
し

ま
し
た
。 

　
職
員
か
ら
車
イ
ス
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
施
設
内
を
視
察
。
入
口
や
ト

イ
レ
な
ど
、
自
宅
と
の
違
い
を
学
び
、

浴
場
で
は
入
浴
介
助
機
器
を
体
験
し

ま
し
た
。 

　
児
童
は
、
学
校
農
園
で
収
穫
し
た

も
ち
米
一
俵
を
持
参
。
施
設
入
所
者

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
前
で
、

花
笠
音
頭
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
交
流
で
は
「
不
自
由
な
場
所
は
目

や
耳
、
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
た
く
さ

ん
の
お
年
寄
り
と
触
れ
合
っ
て
く
だ

さ
い
」。
職
員
に
そ
う
促
さ
れ
、
手

づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
た

り
、
肩
を
た
た
い
た
り
。
利
用
者
は
、

思
わ
ぬ
孫
た
ち
の
訪
問
に
、
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
手
を
握
っ
て
い

ま
し
た
。 

　「
私
も
和
田
出
身
よ
。
し
っ
か
り

勉
強
し
て
」
と
、
学
校
の
大
先
輩
に

励
ま
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

何
事
も
前
向
き
に
意
欲
的
に 

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会 

　
第
二
回
日
置
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
芸
能
大
会
が
十
二
月
一
日
、
吹

上
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
市
高
連
の
芸
能
大
会
は
、
演
じ
る

人
も
観
る
人
も
芸
能
を
通
じ
て
生
き

が
い
を
育
も
う
と
、
昨
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
演
目
は
各
地
域
え
り
抜
き
の
芸
能

が
目
白
押
し
。
民
舞
や
洋
舞
、
マ
ジ

ッ
ク
な
ど
、
多
彩
な
芸
能
を
見
よ
う

と
、
会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

　
華
や
か
な
衣
装
で
登
場
す
る
た
び

に
、
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

に
包
ま
れ
、
な
じ
み
の
民
謡
で
は
口

ず
さ
み
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
て
踊

り
だ
す
人
も
。 

　「
何
事
も
前
向
き
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
」。
市
高
連
の
大

西
会
長
の
あ
い
さ
つ
ど
お
り
、
全
員

が
参
加
し
て
喜
び
合
え
る
充
実
し
た

芸
能
大
会
に
な
り
ま
し
た
。 



　今年の７月から12月の６カ月間にかけて日置市国保ヘルスアップ教室「脱 !メタボ教室」が行われました。これ
は平成20年度から行われる医療制度改革において特定健診特定保健指導が始まる事に先駆けて行われた教室です。
平成18年度の基本健診や人間ドック結果をもとにメタボリックシンドローム予防のため市民50人（男性26人・女
性24人）が参加されました。メタボリックシンドロームを脱出することは、心臓病や脳血管疾患などの病気を予防
し元気に歳をとることに繋がります。 
　教室では県民総合保健センターの協力のもと、全体会・個別面接・栄養運動教室を重ね、参加者は自分の生活ス
タイルに合わせた健康づくりを行いました。教室終了時には全員で「腹囲162.3cmの減」「体重89.7kgの減」の成
果が得られ、また、家族の健康に繋がったり、体重は減らなかったが自分の生活パターンを知る機会になったりと
様々な効果がありました。教室最終日には参加者の体験発表や下記の方々の表彰、「これからの未来」を描く時間
が設けられました。参加者にとって、教室はひとつのきっかけ。終了後からが“はじまり”です。 

～平松さんの体験談から～ 
　江口浜荘近くに「峠そば」を営んでいる平松光子さん。10年程前から膝を痛め、歩くのもやっとかっとでしたが、
３年前から水中運動〔B＆G〕を続け、少しずつ膝の調子は良くなっていました。 

　始めの目標を『3カ月で3kg減らす』にして、１日30分のウォーキングと10分の全身運動を続けました。
水中運動（週１回）も続け、栄養教室の内容も自然に生活に取り入れることが出来ました。8月からは『１日
１万歩』を目指しました。はじめ体重が減らず落ち込む時もありましたが、6カ月で体重7kg減、腹回り7cm
減、血糖値115→ 90mg/dl、中性脂肪205→ 129mg/dl と脱メタボを達成出来、とてもうれしいです。これも
家族の大きな支えがあったから。今後は教室で学んだ事を地域のみなさんに広げていきたい。膝の痛みも解消
したので近い将来、夫の退職祝いに行くはずだった『万里の長城』に自分の足でしっかりと立ちたいです。 

◆ノロウイルスによる感染性胃腸炎に注意しましょう◆ 
　ノロウイルスは例年11月から３月にかけて流行し、感染すると胃腸炎を起こします。 
　主症状は、吐き気、嘔吐、下痢、発熱で、人から人へ感染する場合と食品から感染する場合があります。 
《感染予防のポイント》 
☆　最も有効な対策は手洗いです。トイレを使用した後や調理の前、食事の前には必ず石鹸で十分手洗いを
しましょう。また、患者の吐ぶつやふん便に直接触れたときにも石鹸で手洗いをしましょう。 

☆　患者のふん便（おむつ交換）や吐ぶつを処理するときには、部屋の換気を行いましょう。 
　　カキなどの二枚貝は、中心部まで十分に加熱してから食べましょう。（湯通し程度の加熱ではウイルス
は死滅しません。食品の中心温度85℃以上で１分間以上の加熱が必要です） 

【6カ月間の成果表彰】 

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

杉
園
　
大
晃
　
　
信
二
郎
　
妙
円
寺
五
区 

嶽
本
　
快
志
　
　
洋
一
　
　
猪
鹿
倉 

久
木
崎
瑠
香
　
　
和
哉
　
　
妙
円
寺
三
区 

東
　
　
優
亨
　
　
正
一
　
　
徳
重
東 

宮
下
　
湧
介
　
　
裕
治
　
　
四
郎
園 

中
井
和
歌
菜
　
　
浩
治
　
　
徳
重
東 

篠
原
　
　
凛
　
　
一
郎
　
　
徳
重
東 

田
代
　
大
翔
　
　
裕
次
　
　
天
神
馬
場 

窪
園
　
翔
和
　
　
武
志
　
　
妙
円
寺
五
区 

惠
　
　
遥
菜
　
　
正
幸
　
　
清
藤 

飛
松
　
陽
太
　
　
源
樹
　
　
猪
鹿
倉 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

吉
田
　
悠
人
　
　
昌
悟
　
　
柿
之
迫 

窪
田
　
人
成
　
　
竜
介
　
　
坂
之
上
下 

丸
田
　
千
陽
　
　
忠
明
　
　
田
之
湯 

橋
上
　
新
平
　
　
祥
平
　
　
川
北 

蓑
田
　
　
凛
　
　
辰
則
　
　
堀
内 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

木
村
　
友
香
　
　
雅
隆
　
　
日
新 

畠
中
優
妃
奈
　
　
一
彦
　
　
熊
野 

焼
山
　
志
穏
　
　
大
志
　
　
山
田 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

山
口
　
諒
真
　
　
真
一
郎
　
上
田
尻 

胸
元
孝
太
郎
　
　
裕
二
　
　
新
川
原 

四
元
　
敬
也
　
　
明
嗣
　
　
南
湯
之
元 

     

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

山
口
　
隆
雄
　
　
53
　
妙
円
寺
六
区 

栫
　
　
畩
雄
　
　
85
　
中
川 

上
之
園
政
雄
　
　
98
　
野
田 

坂
田
　
明
子
　
　
83
　
大
田
上 

梅
木
　
昭
男
　
　
58
　
中
福
良 

橋
木
　
敏
行
　
　
75
　
下
土
橋 

池
田
　
良
則
　
　
77
　
池
田 

宮
下
フ
サ
ヱ
　
　
93
　
末
永 

柿
内
　
芳
仁
　
　
76
　
猪
鹿
倉 

重
留
シ
ヅ
子
　
　
75
　
桑
畑 

福
森
　
キ
ク
　
　
98
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

兼
本
　
清
二
　
　
56
　
妙
円
寺
七
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

新
川
　
　
正
　
　
89
　
皆
田
西 

河
野
フ
サ
エ
　
　
79
　
尾
木
場 

脇
田
　
在
清
　
　
81
　
下
養
母 

横
手
　
　
正
　
　
82
　
元
養
母 

西
峯
　
テ
ル
　
　
89
　
下
養
母 

米
丸
　
ミ
ネ
　
　
96
　
秋
光
園 

恒
吉
ミ
ヨ
子
　
　
75
　
荻 

小
重
　
忠
男
　
　
69
　
向
湯
田 

松
下
　
篤
子
　
　
75
　
南
神
之
川 

児
玉
ヨ
シ
ノ
　
　
92
　
美
山
下 

新
川
喜
久
雄
　
　
49
　
丸
牧 

草
道
キ
ク
エ
　
　
83
　
赤
崎 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

北
原
　
重
　
　
　
74
　
日
新 

野
　
　
三
郎
　
　
91
　
八
幡 

　
永
ハ
ナ
ヱ
　
　
78
　
諏
訪 

勝
田
　
益
男
　
　
66
　
八
幡 

鵜
狩
　
親
義
　
　
97
　
青
松
園 

小
園
　
春
已
　
　
85
　
南
区 
 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

岩
元
　
ト
ミ
　
　
80
　
下
草
田 

久
保
ア
ツ
エ
　
　
88
　
南
湯
之
元 

大
坪
　
才
藏
　
　
86
　
下
与
倉 

馬
塲
ト
シ
子
　
　
89
　
上
中
之
里 

北
野
　
　
亨
　
　
80
　
入
来 

下
野
　
ヒ
デ
　
　
94
　
助
代 

　
　
ひ
ろ
き
 

　
　か
い
し
 

　
　
る
　
か
 

　
ゆ
う
と
 

　
ゆ
う
す
け
 

わ
　
か
　
な
 

　
　
　
　り
ん
 

　
　
は
る
と
 

　
　
と
　
わ
 

　
は
る
な
 

　
よ
う
た
 

   　
　は
る
と
 

　
　ひ
と
な
り
 

　

ち
あ
き
 

　
し
ん
ぺ
い
 

　
　
　
り
ん
 

   　
と
も
か
 

 

ゆ
　
き
　
な
 

　
　
し
お
ん
 

   　
　り
ょ
う
ま
 

　こ
う
　た

ろ
う
 

　
　
と
し
や
 

１２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

※
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
12
月
号
の
記
事
中
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

 □
柔
道
【
個
人
】 

　誤
　
枝
元
　
僚
佑
 

　
　
　
　
　
 

　正
　
枝
元
　
僚
祐
 

 

▲全体会 ▲個別面接 ▲運動教室 

甘
い
イ
チ
ゴ
が
で
き
ま
し
た 

イ
チ
ゴ
収
穫
祭 

　
十
一
月
二
十
六
日
、
東
市
来
い
ち

ご
部
会
の
イ
チ
ゴ
収
穫
祭
が
東
市
来

養
母
の
小
園
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
収
穫
祭
に
は
生
産
者
を
始
め
農
協
、

ゆ
の
も
と
保
育
所
の
園
児
、
農
政
関

係
者
、
報
道
機
関
が
出
席
。 

　
こ
こ
数
年
、
炭
疽
（
た
ん
そ
）
病

の
被
害
で
苗
の
確
保
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
施
設
の
整
備
や
苗

の
管
理
を
徹
底
し
、
昨
年
に
比
べ
被

害
を
減
少
さ
せ
ま
し
た
。 

　
同
部
会
長
の
坂
口
さ
ん
は
「
今
年

は
部
会
員
全
員
が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

安
全
・
安
心
な
イ
チ
ゴ
を
消
費
者
に

届
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　
甘
い
香
り
の
漂
う
ハ
ウ
ス
の
中
で

園
児
た
ち
が
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
イ

チ
ゴ
を
思
い
思
い
に
摘
み
取
り
、
赤

く
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
で
乾
杯
し
収
穫

を
祝
い
ま
し
た
。 

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会 

日
置
小
学
校
附
属
幼
稚
園 

　
十
二
月
十
九
日
、
日
置
小
学
校
附

属
幼
稚
園
で
親
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
午
前
中
は
親
子
で
ケ
ー
キ
作
り
、

午
後
か
ら
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

や
出
し
物
が
あ
り
、
お
母
さ
ん
方
の

見
事
な
変
身
ぶ
り
に
園
児
ら
は
大
喜

び
で
し
た
。 

１日歩数〔１位〕 

体重が減りました〔１位〕 

腹囲が減りました〔１位〕 

中性脂肪・血糖値が減りました〔１位〕 

19,014歩／日 

6.8kg減 

12.5cm

能勢　幸雄（吹　上） 

野村　絹子（伊集院） 

有馬美枝子（吹　上） 

上園　哲生（吹　上） 

内　　　容 氏名（地域） 成　果 

P
12
「
ま
ち
の
話
題
・
伊
作
流
鏑
馬
奉
納
」 

 

 　誤
　
敗
れ
ま
し
た
（1987

） 

　
　
　
　
　
 

　正
　
敗
れ
ま
し
た
（1587

） 

  P
23
「
ま
ち
の
文
化
財
○
」
12
行
目 

31



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 北山　晴士くん（４歳６か月） 

　　　佳恵ちゃん（８か月） 

父　哲也さん　母　紀子さん 
（伊集院町妙円寺） 

　元気で健やかに育ってほしいです。
はるくんが、かえちゃんの面倒をよく
みてくれて助かります。いつまでも仲
良くしてください。 

■おかあさんから 

はる　と 

　か　え 
山下　颯太くん（４歳６か月） 

　　　廉翔くん（１歳１１か月） 

父　勝博さん　母　美鈴さん 
（伊集院町妙円寺） 

　おしゃべりや歌が上手になって、ま
ねっこが楽しい廉翔。幼稚園で覚えた
木登りや制作に夢中の颯太。何でも一
緒が好きな２人は良きライバルです。 

■おとうさん・おかあさんから 

そう　た 

れん　と 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

　
平
成
十
七
年
四
月
に
鹿
児
島
市
か
ら
移
住
し
、
日
吉
地
域
で
手
描
き
ア
ー
ト
「
筆
工
房
」

を
開
く
玉
利
さ
ん
。「
昔
か
ら
学
ん
で
き
た
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
が
で
き
る
工
房
を
持
つ
夢
と

野
菜
づ
く
り
な
ど
を
し
な
が
ら
自
然
に
囲
ま
れ
た
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
移
住
し

て
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。「
こ
こ
で
の
野
菜
づ
く
り
が
き
っ
か
け
で
、
こ
ん
な
も
の
も

作
っ
て
み
ま
し
た
」
と
玉
利
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
の
は
大
小
二
本
の
熊
手
。「
連
結
ロ
ー
プ

付
両
手
熊
手
」
と
名
付
け
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
熊
手
は
、
右
手
用
、
左
手
用
の
二
本
の

熊
手
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
い
で
一
対
と
し
た
両
手
熊
手
で
、
刈
り
草
の
寄
せ
集
め
は
も
ち
ろ

ん
、
両
手
で
挟
ん
で
持
ち
運
び
、
そ
の
ま
ま
車
等
へ
の
積
み
込
み
に
も
腰
を
曲
げ
ず
に
作

業
で
き
る
と
い
う
優
れ
も
の
。
玉
利
さ
ん
は
「
こ
れ
は
昨
年
八
月
に
日
本
国
特
許
庁
の
実

用
新
案
権
に
登
録
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
暮
ら
し
が
な
け
れ
ば
、
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
」
と
、
試
作
品
を
手
に
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
一
方
、
日
ご
ろ
は
工
房
で
創
作
活
動
に
い
そ
し
む
玉
利
さ
ん
。
昨
年
十
一
月
に
は
、
工

房
横
に
待
望
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
。
作
品
を
展
示
販
売
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
た
ほ

か
、
今
年
二
月
か
ら
は
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
絵
画
教
室
」
も
開
講
す
る
予
定
で
す
。 

　「
日
吉
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
工
房
で
の
創
作
活
動
や
自
宅
の
畑
で
野
菜
づ
く
り
を
し
な

が
ら
一
日
一
日
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。
近
所
の
人
か
ら
野
菜
づ
く
り
を
教
わ
り
、

地
域
の
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
中
で
、
次
第
に
仲
間
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
人
と
の
輪
を
広
げ
、
楽
し
み
な
が
ら
〝
第
二
の
人
生
〞
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」 

玉利　　正さん〔69歳〕 
日吉町日置（諏訪自治会） 

　たま　り　　　 　　ただし 
　国の文化審議会は、伊集院地域大田地区の神之川沿
いに建つ大田発電所本館を、国の登録有形文化財とし
て登録するよう、平成19年 12月７日に答申しました。
明治に島津家が造った発電所であること、造形に特徴
があることなどが評価されました。日置市では旧黒木
回春堂医院に続く２例目の登録有形文化財になります。 
　大田発電所本館は明治41年（1908）に、島津家によ
って建設されました。幕末に行なわれた集成館事業の
流れをくんで造られたとされています。広さは15㍍×
12㍍、高さは10㍍の石造り平屋の水力発電所です。壁
面には島津家の家紋「くつわ紋」が刻まれ、８角形の
塔がついた特徴のある造りです。現在は表面部分のほ
とんどが補修塗装されています。 
　建設当初は串木野にあった島津家所有の神岡鉱山に
電気を送っていました。昭和３年に島津家の所有を離れ、
昭和26年からは九州電力が引き継ぎました。現在でも
稼動し、周辺に電気を供給しています。 
　　　　　　　　〈引用参考文献〉　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　『鹿児島県の近代化遺産』鹿児島県教育委員会 

　　　　　　　　　「国土交通省九州地方整備局ホームページ」 

本
庁
か
ら
車
で
１５
分 

Access

本寺　重光さん（71歳） 吹上町湯之浦 

　定年後、会社のOBが集う生涯学習活動をき
っかけに始めた陶芸は、作品を窯から取り出す
瞬間が楽しく、十数年続けています。４月から
開講された公民館講座「陶芸教室」でも講師の
世話役を引き受けています。「教室にはろくろ
がないため、手びねりやタタラ作り、ひも作り
などの基本を教えています。開講したばかりの
教室ですが、講座生には、窯元に行って多くの
作品を見て、文化祭などに展示する作品を作る
ことを指導しています。来年度は自分の作陶だ
けでなく、講座生の技術向上も視野に活動した
いですね」 

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
、理
学
療
法
士
で
す
。わ
た
し
が

初
め
て
理
学
療
法
士
と
い
う
仕
事
を
知
っ
た
の
は
、二
年
前
、足

を
骨
折
し
て
入
院
し
た
時
の
こ
と
で
す
。わ
た
し
は
、痛
み
だ
け
で

は
な
く
、一
人
で
病
室
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、と
て

も
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、理
学
療
法
士
の

方
が
、リ
ハ
ビ
リ
の
お
手
伝
い
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
と
気
を
使
っ

て
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、わ
た
し
を
笑
わ
せ
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。お
か
げ
で
わ
た
し
は
、入
院
生
活
が
つ
ら
か
っ

た
け
ど
、少
し
ず
つ
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、わ

た
し
は
、「
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
の
で
す
。す
ご
く
き

つ
そ
う
で
、大
変
な
仕
事
だ
と
は
思
い
ま
す
。で
も
、い
つ
も
患
者

さ
ん
の
た
め
に
は
た
ら
く
姿
を
見
て
い
て
わ
た
し
は
と
て
も
い
い

仕
事
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。今
か
ら
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て
、こ

の
仕
事
に
つ
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

わ
た
し
の
夢 

扇
尾
小
学
校
六
年
　
岩
井
田
　
光
梨
さ
ん 

い
わ
　い
　
だ
　
　
　
ひ
か
り 

●手描きアート「筆工房」 
　「連結ロープ付両手熊手」を日本国特許庁
実用新案権に登録 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,490人（　△5） 

　男　　24,510人（　△3） 

　女　　27,980人（　△2） 

世帯数　22,388　（　14） 
1月1日現在 （　）は前月比 

無病息災祈願 !! 
　1月5日朝行われた、東市来地域平

迫比良自治会の鬼火たきの準備風景。

毎年、自治会行事として、子どもから

お年寄りまで参加しています。火付け

は午後6時から行いました。 

（記事については次号で掲載） 

今月の 
表　紙 
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吉
地
域
の
中
で
も
若
者
に
恵
ま

れ
た
自
治
会
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
現
代
、
新
興
住
宅
を

除
く
自
治
会
内
の
集
落
で
も
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
の
が
現
状
。

そ
ん
な
中
、
自
治
会
で
は
「
安
心
・

安
全
の
故
郷
づ
く
り
」
を
基
盤
に
、

地
域
に
住
む
高
齢
者
や
障
害
者
を
支

援
す
る
た
め
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
自
治
会
が
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
住
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
、
自

治
会
で
は
〝
熊
野
自
治
会
だ
よ
り
〞

を
月
二
回
発
行
。
Ａ
４
カ
ラ
ー
印
刷

の
自
治
会
だ
よ
り
は
住
民
の
目
に
と

ま
る
よ
う
配
慮
し
、
住
民
に
自
治
会

の
活
動
や
取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。 

た
、
自
治
会
で
は
近
隣
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
を
開
催
。

自
治
会
役
員
や
各
集
落
長
、
民
生
委

員
や
保
健
推
進
員
な
ど
が
参
加
し
て

行
わ
れ
る
会
議
で
は
、
地
域
福
祉
活

動
の
確
認
や
自
主
防
災
組
織
の
中
の

独
居
者
や
高
齢
者
の
避
難
対
策
等
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。 

域
福
祉
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

今
年
度
の
推
進
会
議
で
は
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
設
立
に
つ
い
て

も
協
議
。
昨
年
七
月
、「
え
の
き
ぞ

の
元
気
サ
ロ
ン
」（
榎
園
）「
や
す
ら

ぎ
の
会
」（
城
の
下
）
も
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

六
回
高
齢
者
が
集
い
、
調
理
か

ら
会
食
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」。
八

月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
給
食
会
に

は
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
。

食
生
活
改
善
推
進
員
や
婦
人
会
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
「
オ
ム
レ
ツ
」
や
「
茶
巾
し
ぼ

り
」（
デ
ザ
ー
ト
）
な
ど
を
調
理
。

最
後
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
に
ぎ
や
か
に
会
食
し
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 後

は
、
現
行
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
や
「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」

の
推
進
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
」

を
ど
の
よ
う
に
補
完
さ
せ
て
い
け
ば

よ
い
か
が
大
き
な
課
題
。
ま
た
、
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
対
す
る
取
り
組

み
や
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
維
持
に

つ
い
て
も
、
自
治
会
の
機
能
を
生
か

し
て
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
共
生
・
協
働
」
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
も
、
ま
ず

は
自
治
会
活
動
を
住
民
に
し
っ
か
り

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 日 

地 年 

今 

ネ ま 

　
日
吉
地
域
の
北
部
に
位
置
し
、

城
の
下
、
中
原
、
寺
下
、
榎
園
、

榎
園
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

の
六
集
落
で
構
成
さ
れ
る
熊
野
自

治
会
。
一
月
一
日
現
在
で
二
百
三

十
六
世
帯
、
五
百
九
十
九
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
は
約
二
三
％
。

日
吉
全
体
と
比
べ
て
も
、
子
ど
も

や
働
き
盛
り
世
代
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
が
、
新
興
住
宅
ウ
ッ
ド
タ

ウ
ン
日
吉
に
若
者
が
集
中
し
、
そ

の
他
の
集
落
は
依
然
高
齢
化
率
が

高
い
な
ど
、
集
落
間
で
も
大
き
な

格
差
が
あ
り
ま
す
。 

近
隣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
地
域
の
和 

熊
野
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

く
ま

の 

熊野自治会 
（日吉地域） 

▲子どもたちとの「ふれあい給食会」 

▲「えのきぞの元気サロン」立ち上げ 

▲第１回近隣福祉ネットワーク推進会議 ▲谷山宏明会長 




